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伊賀市設計業務等技術者配置基準 

 

平成 27 年６月１日施行 

 

伊賀市における測量、調査、設計等業務委託（以下「設計業務等」という。）に配置する

技術者については、土木関係建設コンサルタント業務委託は下記の事項及び「（別表１）技

術者配置基準」によるものとし、その他の設計業務等は「（別表２）測量・調査業務委託に

係る資格者認定基準」によるものとする。 

 

記 

 

１．管理技術者及び照査技術者として、技術士又はこれと同等の能力を有する技術者（技

術管理者、シビルコンサルティングマネージャー（ＲＣＣＭ））、あるいは実務経験者のい

ずれかを発注条件に照らし合わせて配置すること。ただし、市内・準市内業者が配置する

管理技術者は、一般競争入札又は指名競争入札の場合は入札の執行日、随意契約の場合は

見積合わせの執行日時点で本市に登録のある者とする。 

 

２．管理技術者と照査技術者は、兼ねることはできない。 

 

３．管理技術者は、打合せ等に必ず出席すること。 

 

４．定義 

（１）「管理技術者」とは、契約の履行に関し、業務の管理及び統括を行う者で、伊賀市設

計業務等標準委託契約約款第１０条第１項の規定に基づき、受託者が定めた者をいう。 

 

（２）「照査技術者」とは、成果物の内容について技術上の照査を行う者をいう。 

委託者が設計図書（仕様）に配置を定める場合には、受託者がその氏名及びその他必要

な事項を委託者に通知しなければならない。照査技術者を変更したときも、同様とする。 

 

（３）「技術士」とは、技術士法に基づき行われる国家試験に合格し、登録された者をいう。 

 

（４）「技術管理者」とは、建設コンサルタント登録規程第３条第１号に該当するもので、

国土交通大臣が認定した者をいう。 

 ・ 当該部門に関し３０年以上の実務経験を有する者 

 ・ 大学又は高等専門学校卒業後、当該部門に関し２０年以上の実務経験を有する者 
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 ・ 当該部門外の技術士で、当該部門に関し１０年以上の実務経験を有する者 

 ・ 当該部門に関するシビルコンサルティングマネージャー（ＲＣＣＭ）資格取得後５

年以上の実務経験を有する者 

 ・ 当該部門に関する技術士試験合格者 

 

（５）「シビルコンサルティングマネージャー（ＲＣＣＭ）」とは、（社）建設コンサルタン

ツ協会の定款第４６条に基づくＲＣＣＭ資格制度施行規定第４条の規定に合格し、第８

条の登録をした者をいう。 

 ※建設コンサルタンツ協会により登録されたＲＣＣＭの専門部門  

  １  河川、砂防及び海岸・海洋部門   １２  地質部門  

  ２  港湾及び空港部門   １３  土質及び基礎部門  

  ３  電力土木部門   １４  鋼構造及びコンクリート部門  

  ４  道路部門   １５  トンネル部門  

  ５  鉄道部門   １６  施工計画、施工設備及び積算部門  

  ６  上水道及び工業用水道部門   １７  建設環境部門  

  ７  下水道部門   １８  機械部門  

  ８  農業土木部門   １９  水産土木部門  

  ９  森林土木部門   ２０  電気電子部門  

 １０  造園部門   ２１ 廃棄物部門 

 １１  都市計画及び地方計画部門    

 

（６）実務経験者 

 ・ 大学卒業者にあっては、建設コンサルタント業務等に１０年以上の実務経験を有す

る者 

 ・ 短期大学もしくは高等専門学校卒業者にあっては、建設コンサルタント業務等につ

いて１２年以上の実務経験を有する者 

 ・ 高等学校卒業者にあっては、建設コンサルタント業務等に１４年以上の実務経験を

有する者 
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（別表１）技術者配置基準 

業務の程度 業務内容 発注基準 管理技術者 照査技術者 

簡易な業務 

（Ａ） 

（設計金額 300

万円未満は原則

としてここに分

類する） 

・小規模な道路、

農道、水路又は災

害復旧の設計等 

右記の技術者が配

置可能なこと 

技術士、技術管理

者、ＲＣＣＭ、実

務経験者の内 1 名 

技術士、技術管理

者、ＲＣＣＭ、実

務経験者の内 1 名

（設計金額 300 万

円未満の場合は資

格を問わない） 

部門を問わない 部門を問わない 

標準的な業務 

（Ｂ） 

・道路 

・河川 

・農道 

・擁壁 

・単純橋 

・河川構造物 

 （護岸、床止工、 

 樋門、樋管） 

・流路工 

・山復工事等 

右記の技術者が配

置可能なこと 

技術士、技術管理

者、ＲＣＣＭの内 1

名 

技術士、技術管理

者、ＲＣＣＭ又は

実務経験者の内 1

名 

部門指定 部門を問わない 

高度な業務 

（Ｃ） 

・連続橋 

・河川構造物 

 （排水場） 

 

右記の技術者が配

置可能なこと（技

術士が 1 名以上い

ること） 

技術士 

技術士、技術管理

者、ＲＣＣＭの内 1

名 

部門指定 部門指定 

難度の高い業務 

（Ｄ） 

・特殊橋梁 

・治水 

・多目的ダム 

 

右記の技術者が配

置可能なこと（技

術士が２名以上い

ること並びに設計

内容により複数の

部門指定があるこ

と） 

技術士 技術士 

部門指定 部門指定 

 

 

 



20250401 

 

技術者配置基準（上下水道関係） 

業務の程度 業務内容 発注基準 管理技術者 照査技術者 

簡易な業務 

（a） 

（設計金額 300

万円未満は原則

ここに分類す

る） 

・小規模な下水道、水道の設計等 

 

右記の技術

者が配置可

能なこと 

技術士、技術管理者、

ＲＣＣＭ、実務経験

者のうち１名 

技術士、技術管理者、

ＲＣＣＭ、実務経験

者のうち１名 

（設計金額 300 万円

未満の場合は資格を

問わない） 

部門を問わない 部門を問わない 

標準的な業務 

（ｂ） 

・管渠、・配管設計（開削工法） 

・水管橋設計（詳細設計・パイプビ

ーム） 

右記の技術

者が配置可

能なこと 

技術士、技術管理者、

ＲＣＣＭのうち１名 

技術士、技術管理者、

ＲＣＣＭのうち１名 

部門指定 部門指定 

高度な業務 

（ｃ） 

注） 

・管渠、配管設計（推進工法） 

・場内整備（修景等） 

・配水池、ポンプ場、浄水場設計（詳

細設計） 

・水管橋設計（詳細設計・フランジ

補剛・単純トラス） 

右記の技術

者が配置可

能なこと 
技術士 

技術士、技術管理者、

ＲＣＣＭのうち１名 

部門指定 部門指定 

難度の高い業務 

（d） 

注） 

・管渠・配管設計（シールド工法） 

・処理場設計（基本及び詳細設計） 

・配水池、ポンプ場、浄水場設計（基

本設計） 

・水管橋設計（基本設計） 

・水管橋（連続トラス、ランガー等） 

・生活排水処理施設整備計画の作成 

・下水道事業基本計画（全体計画）

作成 

・都市計画決定図書作成 

・事業認可図書作成 

右記の技術

者が配置可

能なこと 

技術士 技術士 

部門指定 部門指定 

 

注）：高度な業務（ｃ）及び難易度の高い業務（ｄ）として発注する案件について 

市内・準市内業者が配置する管理技術者は本市に登録のある者とするが、指定された

部門に登録がない場合は、市に登録された者以外で指定部門の登録がある者を追加（２

名体制）で配置できる場合に限り参加を認める。 
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（別表２）測量・調査業務委託に係る資格者認定基準 

業 務 

 

種 別 

作業種別 

作業における対象者 

資格者認定基準 契約約款 

（届出者） 

共通仕様書 

（資格者） 

検査要領 

（立会者） 

測

量

業

務 

測

量

業

務 

測量作業共通仕様書の業務 管理技術者 

（主任技術者） 

主任技術者 主任技術者 ① 測量士資格取得者 

補

償

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト 

用

地

調

査

等 

土地調査部門 

① 土地の権利者の氏名及び

住所の調査 

② 土地の所在、地番、地目、

面積並びに権利の種類及び内

容の調査 

③ 土地境界確認等〔測量法第

３条に規定する測量は含まな

い。〕 

管理技術者 

（主任技術者） 

主任技術者 主任技術者 ① 補償コンサルタント登録規定により各登録部門で補償業務管

理者として登録された者 

② （社）日本補償コンサルタント協会が認定する補償業務管理

士 

③ 物件部門のうち建築物に関するものについては、建築士法に

より登録を受けた建築士事務所の建築士 

④ その他の資格者及び実務経験者 

（１） 各補償業務に関し７年以上の実務経験者 

（２） 補償業務全般の指導監督的実務の経験３年以上を含む２

０年以上の実務経験者 

（３） 各補償部門において、三重県が発注した補償業務に関し

て１年以上の実務経験を有する次の各号に該当する資格者 

  ア 土地調査部門（測量と併せて発注する場合） 

     測量業務の資格者認定基準に該当する測量士 

  イ 土地評価部門 

     不動産鑑定士 

  ウ 物件部門 

   （ア） 木造建物調査及び木造特殊建物調査 

        １級、２級及び木造建築士 

土地評価部門 

① 土地評価のための同一状

況地域の区分等 

② 残地等の損失補償の調査

等〔不動産の鑑定評価は含まな

い。〕 

管理技術者 

（主任技術者） 

主任技術者 主任技術者 

物件部門 

① 木造建物、一般工作物、立

木等の損失の調査等 

② 木造建物若しくは非木造

管理技術者 

（主任技術者） 

主任技術者 主任技術者 
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建物の特殊建物等の調査等    （イ） 非木造建物調査又は移転工法及び予備調査 

        １級建築士 

   （ウ） 簡易な工作物及び立竹木調査（用地測量と併せて

発注する場合。ただし、積算業務を除く。） 

        測量業務の資格者認定基準に該当する測量士 

機械工作物部門 

 機械工作物の調査等 

管理技術者 

（主任技術者） 

主任技術者 主任技術者 

営業補償・特殊補償部門 

① 営業補償の調査等 

②漁業権等の消滅等の調査等 

管理技術者 

（主任技術者） 

主任技術者 主任技術者 

事業損失部門 

 事業損失に関する調査等 

管理技術者 

（主任技術者） 

主任技術者 主任技術者 

補償関連部門 

① 意向調査、生活再建調査等 

② 補償説明等の調整等 

③ 事業認定申請図書の作成 

管理技術者 

（主任技術者） 

主任技術者 主任技術者 

地

質

調

査

業

者 

地

質

調

査

業

務 

〔コンサルタント業務〕 

 地質概査 

  地表地質調査 

 物理探査 

  弾性波探査 

 総合解析 

管理技術者 

（主任技術者） 

主任技術者 主任技術者 ① 地質調査業者登録規程の指定する技術部門（選択科目）で登

録した技術士 

② 地質調査業者登録規程により登録された技術管理者（技術士

を除く。） 

〔現場における調査業務〕 

 地質調査共通仕様書の業務 

（地質・土地調査・試験に関す

る業務） 

管理技術者 

（主任技術者） 

主任技術者 主任技術者 ① 地質調査業者登録規程により現場管理者に登録された者 

② （社）全国地質調査業協会連合会の認定する地質調査技士 

③ 実務経験者 

（１） 大学・高専で土木工学（農業土木又は森林土木に関する

学科を含む。）、建築学、鉱山学、地学、物理学又は機械工

学を修得し、かつ、８年以上の実務経験者 

（２） 高校で土木工学（農業土木又は森林土木に関する学科を

含む。）、建築学、地質工学又は機械工学を修得し、かつ、

１０年以上の実務経験者 
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（３） その他の者にあっては、１２年以上の実務経験者 

④ その他の資格者 

   土木関係建設コンサルタントにおける技術管理者又はＲＣ

ＣＭ（「地質」又は「土質及び基礎」部門に限る。） 

建

築

士

事

務

所

等 

建

築

設

計

業

務 

建築設計業務 管理技術者 

（主任技術者） 

主任技術者 ― ① １級建築士、構造設計１級建築士、設備設計１級建築士、２

級建築士及び木造建築士 

② 設備関係における資格者 

（１） 建築設備資格者として登録された建築設備士 

（２） （社）空気調和・衛生工学会の定める空気調和・衛生工

学会設備士として登録された学会設備士 

 ※この資格者認定基準にいう実務経験年数については、同時に２以上の部門を担当した場合であっても、期間の重複は認めない。ただし、測量業務と用地調査

等④（３）ア及びウ（ウ）の重複のみ例外とする。 


